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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！

JR連合

JR連合

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
に
お
い
て
、
連
合
が
先
行
組
合
の
集
中
回
答
ゾ
ー
ン
と
し
て
設
定

し
た
３
月
11
〜
15
日
、
大
手
組
合
を
中
心
に
会
社
か
ら
の
回
答
を
次
々
に
引
き
出
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
ベ
ア
獲
得
が
相
次
ぐ
中
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ
各
単
組
が
交
渉
の

ヤ
マ
場
を
迎
え
、
３
月
13
日
に
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
６
年
連
続
と
な
る
ベ
ア
回
答
を
受
け
た
の
を
皮

切
り
に
、
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
、
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
が
６
年
連
続
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
が
５
年
連

続
、
貨
物
鉄
産
労
が
19
年
ぶ
り
と
な
っ
た
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
の
ベ
ア
を
勝
ち
取
っ
た
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
北
労
組
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
も
制
度
改
善
な
ど
を
勝
ち
取
り
、
妥
結
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
７
単
組
の
成
果
が
相
乗
効
果
と
な
り
、
グ
ル
ー
プ
労
組
か
ら
も
ベ
ア
を
は
じ
め
成
果
が

続
々
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

【
Ｊ
Ｒ
北
労
組
】

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
３
月
15
日
、

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の
団

体
交
渉
を
開
催
し
、
会
社
か
ら

定
期
昇
給
４
号
俸
実
施
の
他
、

諸
制
度
の
改
正
に
つ
い
て
回
答

を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
北
労
組
は
、
ベ
ア
ゼ
ロ

回
答
に
つ
い
て
は
不
満
が
残
る

も
の
の
、
厳
し
い
経
営
環
境
の

中
、
こ
の
間
求
め
て
き
た
新
規

採
用
者
の
処
遇
改
善
や
職
務
手

当
・
別
居
手
当
・
エ
ル
ダ
ー
ス

タ
ッ
フ
の
勤
続
奨
励
金
の
増
額
、

55
歳
社
員
に
対
す
る
一
時
金
の

支
給
、
ス
タ
ッ
フ
の
夏
季
手
当

支
給
額
の
加
算
、
静
養
休
暇
の

有
給
化
な
ど
、
多
く
の
制
度
改

善
が
図
れ
た
こ
と
を
考
慮
し
、

席
上
妥
結
し
た
。◇

【
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
】

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月
15

日
、
団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社

か
ら
新
賃
金
に
つ
い
て
、
定
期

昇
給
の
実
施
、
ベ
ア
「
所
定
昇

給
額
の
１
／
６
の
額
（
平
均
１

０
５
０
円
）
、
主
務
職
以
上
お

よ
び
Ｔ
等
級
以
上
に
１
０
０
円

（
Ｍ
等
級
・
Ｓ
等
級
は
２
０
０

円
）
加
算
」
が
示
さ
れ
、
口
頭

で
、
「
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
お

よ
び
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
基
本
賃

金
改
定
と
し
て
５
０
０
円
加

算
」
と
の
回
答
を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
は
持
ち
帰

り
、
６
年
連
続
で
ベ
ア
を
獲
得

で
き
た
こ
と
、
団
体
交
渉
を
通

じ
て
会
社
と
変
革
へ
の
挑
戦
に

対
す
る
認
識
が
共
有
で
き
た
こ

と
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
確
認

し
妥
結
し
た
。◇

【
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
】

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
３
月

14
日
、
団
体
交
渉
を
行
い
、
会

社
か
ら
回
答
を
受
け
た
。
新
賃

金
に
つ
い
て
は
、
「
35
歳
ポ
イ

ン
ト
の
基
準
内
賃
金
を
標
準
乗

数
４
相
当
の
定
期
昇
給
額
分
と

は
別
に
、
１
３
０
０
円
（
０
・

40
％
）
引
き
上
げ
る
」
と
し
、

６
年
連
続
で
ベ
ア
を
獲
得
、
大

手
企
業
の
前
年
割
れ
が
相
次
ぐ

中
、
前
年
同
額
を
確
保
し
た
。

夏
季
手
当
も
「
支
給
月
数
３
・

05
ヵ
月
分
」
と
の
回
答
を
引
き

出
し
、
妥
結
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
は
、
最

後
ま
で
ベ
ア
の
実
施
を
は
じ
め

と
す
る
要
求
実
現
に
こ
だ
わ
り
、

粘
り
強
い
交
渉
を
展
開
し
て
き

た
。
今
後
は
、
配
分
交
渉
へ
と

議
論
を
移
し
て
い
く
。

◇

【
Ｊ
Ｒ
西
労
組
】

　

２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争
の

集
中
回
答
日
を
迎
え
た
３
月
13

日
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
闘
争
委

員
会
は
団
体
交
渉
を
行
い
、
会

社
か
ら
ベ
ア
１
０
０
０
円
（
６

年
連
続
）
、
年
間
臨
給
５
・
48
ヵ

月
、
プ
ロ
採
（
大
卒
）
に
対
す

る
初
任
給
調
整
手
当
の
支
給
な

ど
の
回
答
を
受
け
る
と
と
も
に
、

別
居
手
当
の
見
直
し
や
、
地
上

職
の
職
場
環
境
改
善
・
昇
進
賃

金
制
度
全
般
の
見
直
し
に
む
け

た
検
討
の
開
始
に
つ
い
て
口
頭

表
明
を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
中
央
闘
争
委
員

会
は
、
組
合
員
の
負
託
を
胸
に

刻
み
な
が
ら
最
後
の
最
後
ま
で

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
し
て
き

た
中
で
、
精
一
杯
の
成
果
を
獲

得
で
き
た
こ
と
や
、
今
後
交
渉

が
本
格
化
す
る
グ
ル
ー
プ
労
組

へ
の
波
及
に
も
つ
な
が
る
成
果

と
判
断
し
、
席
上
妥
結
し
た
。

◇

【
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
】

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
３
月
20

日
、
２
０
１
９
春
季
生
活
闘
争

に
係
る
最
終
交
渉
に
臨
み
、
会

社
が
最
終
回
答
を
提
示
し
た
。

ベ
ア
は
獲
得
な
ら
な
か
っ
た
も

の
の
、「
定
期
昇
給
の
確
保
」「
制

度
改
善
」
、
そ
し
て
夏
季
手
当

に
つ
い
て
回
答
を
引
き
出
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
四
国
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
は
、
豪
雨
災
害
等
に
よ
り

鉄
道
運
輸
収
入
が
過
去
最
低
水

準
を
見
込
む
な
ど
厳
し
さ
が
一

層
増
す
中
、
定
期
昇
給
の
確
保

と
と
も
に
、
昨
年
の
年
末
手
当

を
上
回
っ
た
夏
季
手
当
に
は
、

こ
の
間
の
組
合
員
の
努
力
が
評

価
さ
れ
た
。
単
身
赴
任
手
当
の

増
額
な
ど
、
従
来
か
ら
強
く
求

め
て
き
た
内
容
に
一
定
の
改
善

が
図
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、会
社
と
し
て
精
一
杯
の
回

答
で
あ
る
と
判
断
し
妥
結
し
た
。

◇

【
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
】

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
３
月
15
日
、

団
体
交
渉
を
行
い
会
社
か
ら
回

答
を
受
け
た
。
ベ
ア
３
０
０
円

（
５
年
連
続
、
地
域
社
員
・
嘱

託
再
雇
用
社
員
２
０
０
円
）
、

夏
季
手
当
２
・
56
ヵ
月
分
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
新
設
や

地
域
社
員
の
処
遇
改
善
な
ど
が

示
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
次
年
度

以
降
、
固
定
資
産
税
や
減
価
償

却
費
な
ど
の
増
加
で
厳
し
い
事

業
運
営
が
想
定
さ
れ
る
中
、
前

年
同
額
の
ベ
ア
を
獲
得
し
た
こ

と
、
夏
季
手
当
に
つ
い
て
も
株

式
上
場
以
降
、
最
高
の
支
払
月

数
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
会
社

と
し
て
精
一
杯
の
回
答
を
行
っ

た
と
判
断
し
席
上
妥
結
し
た
。

併
せ
て
、
会
社
か
ら
口
頭
で

「
65
歳
以
降
の
高
年
齢
者
の
働

き
方
に
つ
い
て
、
世
間
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
次
期
労
働
協

約
改
訂
に
む
け
勉
強
し
て
い
き

た
い
」
と
考
え
が
示
さ
れ
た
。

◇

【
貨
物
鉄
産
労
】

　

貨
物
鉄
産
労
は
３
月
15
日
、

団
体
交
渉
を
行
い
、
会
社
か
ら

新
賃
金
に
つ
い
て
、
「
定
期
昇

給
４
号
俸
及
び
ベ
ア
２
０
０
円

（
２
年
連
続
）
、
並
び
に
55
歳

以
上
の
社
員
の
賃
金
改
善
措
置

（
基
本
給
３
２
０
０
円
加
算
）

を
実
施
す
る
」
と
の
回
答
を
受

け
た
。

　

「
平
成
30
年
７
月
豪
雨
」
等

の
影
響
を
受
け
、
１
２
０
億
円

を
上
回
る
減
収
や
鉄
道
事
業
の

赤
字
転
落
が
確
実
と
な
る
な
ど
、

極
め
て
厳
し
い
経
営
状
況
に
直

面
す
る
中
、
貨
物
鉄
産
労
は

「
多
く
の
自
然
災
害
に
よ
る
被

害
を
受
け
な
が
ら
、
ま
た
、
４

月
の
人
事
賃
金
制
度
改
正
に
よ

り
応
分
の
原
資
持
ち
出
し
が
あ

る
中
で
、
２
年
連
続
の
ベ
ア
実

施
は
評
価
で
き
る
」
と
し
て
、

席
上
妥
結
し
た
。◇

【
グ
ル
ー
プ
労
組
】

　

２
月
13
日
の
グ
ル
ー
プ
労
組

連
絡
会
総
決
起
集
会
で
意
思
統

一
を
図
っ
た
各
単
組
は
、
春
闘

方
針
に
基
づ
き
会
社
に
要
求
を

行
い
、
３
月
25
日
時
点
で
す
で

に
６
単
組
が
妥
結
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
交
通
サ
ー
ビ
ス

労
組
が
ベ
ア
２
０
０
０
円
を
獲

得
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
Ｊ
Ｒ

西
日
本
マ
ル
ニ
ッ
ク
ス
労
組
が

６
年
連
続
と
な
る
ベ
ア
１
０
０

０
円
を
勝
ち
取
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ

７
単
組
の
成
果
が
グ
ル
ー
プ
労

組
へ
の
相
乗
効
果
を
生
み
出
し

て
い
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
す

べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
の
あ

る
べ
き
労
働
条
件
の
実
現
に
む

け
て
、
グ
ル
ー
プ
労
組
春
闘
を

支
援
し
て
い
く
。
（
グ
ル
ー
プ

労
組
の
妥
結
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
号
以
降
掲
載
予
定
）

た
め
に
も
、
今
回
の
14
人
の
必

勝
で
大
き
な
流
れ
を
創
り
出
し
、

４
月
21
日
が
投
票
日
と
な
る
後

半
戦
、
さ
ら
に
は
、
７
月
執
行

の
第
25
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

む
14
人
が
３
月
29
日
の
告
示
か

ら
４
月
７
日
の
投
票
日
ま
で
の

選
挙
戦
本
番
を
迎
え
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
本
年
執
行
さ
れ

る
各
選
挙
の
推
薦
候
補
者
全
員

の
当
選
に
む
け
て
、
総
力
を
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
そ
の

　

３
月
21
日
、
北
海
道
を
は
じ

め
と
す
る
各
知
事
選
の
告
示
に

よ
り
、
第
19
回
統
一
地
方
選
挙

の
前
半
戦
が
火
蓋
を
切
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
地
方
議
員
団
連
絡
会

所
属
候
補
者
に
お
い
て
は
、
道

府
県
議
選
、
政
令
市
議
選
に
臨

【推薦候補】４月７日投票
議会名【選挙区】 氏　　　名

北海道【札幌市厚別区】 菅原 和忠

北海道【旭川市】 笠木    薫

札幌市【東区】 藤原 広昭

静岡県【藤枝市】 佐野 愛子

愛知県【知多第一】 河合 洋介

京都府【京都市山科区】 梶原 英樹

兵庫県【西宮市】 栗山 雅史

奈良県【奈良市・山辺郡】田尻    匠

鳥取県【西伯郡】 福間 裕隆

岡山市【北区】 楠木 忠司

広島県【広島市東区】 柿本 忠則

山口県【下関市】 酒本 哲也

香川県【高松市】 山本 悟史

高知県【土佐清水市】 橋本 敏男

2019春季生活闘争要求及び妥結状況表

単組名
2019年 昨年実績

要求日
賃上げ 夏季手当

妥結日 ベア
（賃金改善） 一時金

要求 妥結 要求 妥結

平
均

ＪＲ北労組 2月12日

ＪＲ連合
統一要求

月例賃金
引上げ
6,000円
以上

ベア
3,000円

0円 － － 3月15日 0円 夏2.02ヵ月

ＪＲＥユニオン 2月12日 1,050円
（平均） 夏3.2ヵ月 － 3月15日 1,328円

（平均） 夏2.91ヵ月

個
別 ＪＲ東海ユニオン 2月8日 1,300円 夏3.1ヵ月 夏3.05ヵ月 3月14日 1,300円 夏3.05ヵ月

平
均

ＪＲ西労組 2月8日 1,000円 年5.7ヵ月 年5.48ヵ月
（夏2.74ヵ月） 3月13日 1,200円 年5.66ヵ月

ＪＲ四国労組 2月12日 0円 夏2.3ヵ月 夏1.89ヶ月 3月20日 0円 夏1.94ヶ月

ＪＲ九州労組 2月12日 300円 夏3.0ヵ月
55歳以上加算 夏2.56ヶ月 3月15日 300円 夏2.52ヵ月

貨物鉄産労 2月13日 200円
年間

4.5ヵ月以上
（夏2.1ヵ月以上）

－ 3月15日 300円
夏1.65ヵ月
＋

0.08ヵ月

２０１９春季生活闘争「連合・先行組合回答ゾーン」における妥結結果を踏まえてのコメント
２０１９年３月２２日

日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

　連合が「先行組合回答ゾーン」として設定した３月22日までに、ＪＲ７単組が会社
から回答を引き出し、今次春闘交渉を妥結した。
　ＪＲ連合及び加盟全単組は、２月５日に開催した第31回中央委員会で、２０１９春
季生活闘争方針を決定以降、「中期労働政策ビジョン（2014～2018）」で掲げたＪＲ
関係労働者のあるべき姿を実現するべく、総掛かりの闘争を展開してきた。とりわけ、
国内の労働力不足が深刻さを増す中、ＪＲ産業における人材の確保・定着を喫緊の重
要課題と位置づけ、ベースアップを軸とする月例賃金の引き上げに徹底してこだわる
とともに、すべての労働条件や働き方を点検し改善を図る総合生活改善闘争に注力し
てきた。また、ＪＲ産業を支えるグループ会社や協力会社等で働く仲間の労働条件に
ついても、「底上げ・底支え」「格差是正」の実現を前面に押し出し、ＪＲグループ
全体で生み出した付加価値の適正配分や、労働条件向上にむけた原資の創出を従来以
上に強くＪＲ各社へ求めた。そして、ＪＲ労働界において未組織労働者が多数存在し
ている異常事態を踏まえ、ＪＲ産業における民主的な労働組合と健全で建設的な労使
関係の重要性を内外に発信するなど、春季生活闘争を通じた組織拡大、ＪＲ連合への
総結集の実現にむけた取り組みも展開してきた。
　その結果として、３月13日にＪＲ西労組が「ベア1,000円、年間臨給5.48ヶ月」等、
14日にＪＲ東海ユニオンが「ベア1,300円、夏季手当3.05ヶ月」等、15日にＪＲ九州労
組が「ベア300円（嘱託再雇用社員・地域社員200円）、夏季手当2.56ヶ月、地域社員
の基本賃金表の見直し」等、ＪＲＥユニオンが「ベア平均1,050円（所定昇給額×1/6、
グリーンスタッフ・エルダー社員500円）」、貨物鉄産労が「ベア200円、55歳以上の
社員の賃金改善措置」等、ＪＲ北労組が「新規採用者・医療社員の処遇改善、諸手当
の増額・支給範囲の拡大」等、20日にＪＲ四国労組が「諸手当の増額、エキスパート
社員の処遇改善、夏季手当1.89ヶ月」等の回答をそれぞれ会社から引き出し妥結した
（７単組とも定期昇給については完全実施）。
　連合が設定した「先行組合回答ゾーン」に、ＪＲ７単組が会社から回答を引き出し
妥結したことは、連合「交通・運輸共闘連絡会議」に所属するＪＲの責任産別として、
一定の社会的役割を果たし得たものと認識する。そして、大手企業の多くが前年を下
回る回答を示す中、ベースアップをはじめとする月例賃金の引き上げや夏季手当（年
間臨給）の増額、諸手当の改善、若年齢層や高年齢層及び非正規社員の処遇改善など
の成果を獲得したことは、これまで築き上げてきた健全で建設的な労使関係を基礎と
して、ＪＲ各社が各単組の要求・主張に一定の理解を示した証左であり、職場で奮闘
する組合員の負託に応え得ることができたものと認識する。
　ＪＲ連合は、ＪＲ７単組の妥結結果を踏まえ、これからヤマ場を迎える多くのグルー
プ労組の交渉に波及させ、ＪＲ産業で働くすべての労働者の期待に応えるべく、総力
をあげて取り組む。

2019春季生活闘争

第19回統一地方選挙

全員当選にむけ
闘い抜く

Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
ベ
ア
・
制
度
改
善
な
ど

成
果
を
引
き
出
す

‖
 グ
ル
ー
プ
労
組
も
続
々
妥
結 

‖

Ｊ
Ｒ
７
単
組
が
ベ
ア
・
制
度
改
善
な
ど

成
果
を
引
き
出
す

‖
 グ
ル
ー
プ
労
組
も
続
々
妥
結 

‖
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第 592号（２）

　
Ｊ
Ｒ
総
連
第
41
回
定

期
中
央
委
員
会
で
執
行

委
員
長
は
「
連
合
の

『
２
％
程
度
の
賃
上
げ

を
要
求
と
し
て
盛
り
込

も
う
』
と
い
う
提
起
に

対
し
て
、３
０
０
０
円
要

求
と
か
、１
％
要
求
と

か
あ
る
が
…
」と
他
産

別
と
加
盟
組
合
の
春
闘

方
針
を
批
判
し
て
い
る

が
、ま
ず
は
足
元
を
見

つ
め
直
す
べ
き
で
あ
ろ

う
。
批
判
す
べ
き
は
、

「
敗
北
」
を
「
成
果
」

と
騙
る
、
で
た
ら
め
な

理
屈
で
組
合
員
に
対
す

る
ご
ま
か
し
で
乗
り
切

ろ
う
と
す
る
、
自
組
織

内
の
最
大
労
組
で
は
な

す
」
と
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
間
、
た
び
た
び
取
り

上
げ
て
い
る
よ
う
に
、Ｊ
Ｒ
東

労
組
内
の
内
部
対
立
は
未
だ
に

激
化
し
続
け
て
い
る
。
今
春
闘

を
巡
っ
て
も
、
中
央
本
部
が

「
職
場
討
議
資
料
」
を
作
成
す

れ
ば
、
東
京
・
八
王
子
・
水
戸

地
本
も
「
職
場
討
議
資
料
」を

作
成
し
、
「
格
差
ベ
ア
」
に
対

す
る
見
解
の
違
い
を
見
せ
た
。

　

足
並
み
の
揃
わ
な
い
Ｊ
Ｒ
東

労
組
の
状
況
は
さ
ら
な
る
脱
退

を
招
い
て
い
る
よ
う
だ
。
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
バ
ス
関
東
と
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
バ
ス
東
北
の
２
社
で
は
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
が
過
半
数
組
織
で

あ
っ
た
が
、
大
量
脱
退
が
波
及

し
て
い
る
。
特
に
、
バ
ス
関
東

で
は
、
間
接
社
員
だ
け
で
な
く

運
転
士
も
含
め
て
、
今
年
１
月

時
点
で
、
組
合
員
の
４
割
が
す

で
に
脱
退
し
た
よ
う
だ
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
「
ま
っ
と
う

る
の
か
。
あ
ら
た
め
て
無
責
任

で
、
組
合
員
不
在
の
運
動
で
あ

る
こ
と
を
露
呈
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
振
り
返
れ
ば
２
０

１
８
春
季
生
活
闘
争
ま
で
Ｊ
Ｒ

東
労
組
は
「
格
差
ベ
ア
」
の
根

絶
に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
わ
け
で

あ
る
が
、
今・

回・

の・

回・

答・

は・

「
ベ・

ー・

ス・

ア・

ッ・

プ・

所・

定・

昇・

給・

額・

の・

１・

／・

６・

の・

額・

」
と・

、
ま・

さ・

に・

「
格・

差・

ベ・

ア・

」
そ・

の・

も・

の・

で・

あ・

る・

。
加

え
て
、
主
務
職
以
上
な
ど
上
位

職
に
は
１
０
０
円
（
あ
る
い
は

２
０
０
円
）
加
算
さ
れ
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
「
大・

敗・

北・

」
と・

総・

括・

し・

た・

18
春・

闘・

以・

上・

の・

「
大・

敗・

北・

」
で・

あ・

る・

。

ル
ダ
ー
組
合
員
の
賃
金
改
善
と

い
う
待
遇
改
善
と
昇
給
係
数
４

の
定
期
昇
給
を
勝
ち
取
っ
た
こ

と
は
成
果
で
す
。

　

昨
年
３
月
16
日
に
Ｊ
Ｒ
東
労

組
業
務
部
が
発
し
た
業
務
速
報

で
、
２
０
１
８
春
季
生
活
闘
争

の
結
果
と
し
て
「
基
準
内
賃
金

平
均
１
３
２
８
円
の
改
善
」
を

「
大
き
な
成
果
を
か
ち
と
る
」

と
し
た
。し
か
し
、
「
７
４
８

円
」
と
い
う
数
字
は
ど
こ
に
も

見
当
た
ら
な
い
。
一
体
、
昨
年

の
成
果
と
や
ら
は
な
ん
だ
っ
た

の
か
。
組
合
員
は
、
数
字
を
都

合
良
く
取
り
替
え
る
と
い
う
一

貫
性
の
な
い
情
宣
で
納
得
で
き

　

３
月
15
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
加
盟

の
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
が
２
０
１

９
春
季
生
活
闘
争
の
団
体
交
渉

に
臨
み
、
新
賃
金
に
つ
い
て
「

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
所
定
昇
給
額
の

１
／
６
の
額
」
を
含
む
回
答
を

引
き
出
し
た
こ
と
は
１
面
に
掲

載
の
と
お
り
で
あ
る
。
同
日
、

Ｊ
Ｒ
総
連
傘
下
の
Ｊ
Ｒ
東
労
組

は
機
関
紙
「
緑
の
風
」
を
発
行

し
、同
様
に
妥
結
内
容
を
報
じ

た
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
目
を

疑
う
文
章
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。

　

昨
年
の
基
本
給
の
平
均
改
善

額
７
４
８
円
を
上
回
り
、
平
均

１
０
５
０
円
の
回
答
を
引
き
出

し
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
・
エ

特　集

組
合
員
を
あ
ざ
む
く

Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
二
枚
舌

民
主
化
闘
争 

51

顔
で
笑
っ
て
心
で
泣
い
て
い
る
毎
日
で
す
。

と
は
い
え
、
皆
さ
ま
方
の
力
強
い
ご
支
援

に
よ
り
、
何
と
か
大
役
を
務
め
る
こ
と
が

出
来
て
い
ま
す
。
本
当
に
感
謝
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
福
岡
で
す
が
、
良
い
と
こ

ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
食
で
言
え
ば
と
ん
こ

つ
ラ
ー
メ
ン
が
有
名
で
す
が
、
実
は
「
う

ど
ん
伝
来
の
地
」
と
し
て
も
有
名
で
す
。

　

観
光
で
は
太
宰
府
天
満
宮
の
ほ
か
、
「
神

宿
る
島
」
宗
像
・
沖
ノ
島
や
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
（
官
営
八
幡
製
鉄
所
、
三

池
港
、
三
池
炭
鉱
）
と
世
界
遺
産
も
目
白

押
し
で
す
。
ゴ
ル
フ
場
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設

等
、
娯
楽
も
充
実
し
て
お
り
、
誰
で
も
満

喫
で
き
る
福
岡
を
約
束
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
度
お
越
し
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
そ
の
時

は
、
私
を
は
じ
め
、
福
岡
を
代
表
さ
れ
る

大
物
達
と
一
緒
に
熱
烈
大
歓
迎
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
に
結
集
す
る
仲
間
の
皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
福
岡
県
交
運
労
協
で
議
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
木
村
智
隆
で
す
。
Ｊ

Ｒ
九
州
労
組
で
は
中
央
執
行
副
委
員
長
、

Ｊ
Ｒ
連
合
福
岡
県
協
議
会
で
は
副
議
長
も

務
め
て
い
ま
す
。

　

福
岡
県
交
運
労
協
で
は
、
「
安
全
・
安

心
な
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
」
「
地
域
公

共
交
通
の
発
展
と
地
域
の
活
性
化
」
を
図

る
べ
く
、
持
続
可
能
な
総
合
交
通
体
系
の

構
築
や
国
民
の
移
動
と
物
流
を
確
保
す
る

た
め
、
様
々
な
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
福
岡
県
や
政
令
指
定
都
市
で

あ
る
福
岡
市
、
北
九
州
市
と
の
政
策
・
制

度
要
求
を
実
施
す
る
な
ど
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を

含
め
た
交
通
運
輸
産
業
の
政
策
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

さ
て
、
福
岡
県
は
、
九
州
に
お
け
る
中

心
都
市
と
し
て
多
く
の
企
業
が
本
社
、
支

社
を
構
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
労
働
組

合
も
多
く
が
拠
点
を
置
い
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
福
岡
県
交
運
労
協
で
連
携
す
る

皆
さ
ま
は
、
い
わ
ゆ
る
「
大
物
」
な
方
々

ば
か
り
で
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ま
方
の
ご

差
配
に
よ
っ
て
議
長
に
就
任
し
て
以
降
、

役員紹介

福
岡
県
交
運
労
協

議
　
長

 

木  

村  

智  

隆 

さ
ん

国会議事堂を見学し政治との関わりに対して肌身
をもって感じ取った青年女性役員ら

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
２
０
１
９
春（
初
級
・
中
級
）

自
分
や
仲
間
を
守
る
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
〜
法
令
を
守
る

第18回ＪＲ連合青年・女性役員研修会

青年世代の政治への
積極的参画へ

院
議
員
選
挙
へ
の
取
り
組
み
の

み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
関
心
を
高

め
、
将
来
的
に
は
政
治
へ
の
挑

戦
と
い
う
こ
と
も
考
え
る
べ
き

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
全
国
の
８
万

３
０
０
０
人
の
仲
間
た
ち
と
の

交
流
を
通
じ
、
青
年
女
性
世
代

の
仲
間
の
輪
を
太
く
大
き
く
す

る
と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
青

年
女
性
役
員
の
育
成
に
取
り
組

み
、
Ｊ
Ｒ
連
合
運
動
の
原
動
力

を
さ
ら
に
強
靱
化
し
て
い
く
。

　

連
合
が
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
普
及

の
観
点
か
ら
取
り
組
み
を
進
め

る
「
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
検
定
」

（
Ｗ
Ｒ
検
）
が
６
月
９
日
、
全

国
各
会
場
で
行
わ
れ
る
。
今
回

実
施
さ
れ
る
の
は
、
初
級
検
定
・

中
級
検
定
で
、
３
月
11
日
か
ら

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　

ワ
ー
ク
ル
ー
ル
の
重
要
性
は
、

働
き
方
改
革
と
い
っ
た
観
点
か

ら
も
社
会
的
認
知
が
高
ま
っ
て

い
る
。
と
り
わ
け
、
企
業
内
に

お
け
る
労
働
法
等
の
知
識
習
得

の
ニ
ー
ズ
か
ら
、
企
業
向
け
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
検
定
の
実
施
や
社
内

昇
格
試
験
等
に
ワ
ー
ク
ル
ー
ル

検
定
協
会
が
協
力
す
る
な
ど
、

一
層
の
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

申
し
込
み
は
「
ワ
ー
ク
ル
ー

ル
検
定
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」

（h
ttp
://w

o
rk
ru
le-

kentei.jp/

）
か
ら
。

く
り
な
ど
、
参
加
者
の
今
後
の

活
躍
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

最
後
の
ま
と
め
と
し
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
分
か
れ
、
２
日

間
の
振
り
返
り
と
、
政
策
実
現

の
た
め
に
青
年
女
性
活
動
の
な

か
で
政
治
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
く
べ
き
か
を
話
し
合
っ
た
。

青
年
女
性
組
合
員
に
あ
ら
た
め

て
労
働
組
合
の
重
要
性
を
認
識

さ
せ
、
参
加
意
識
を
向
上
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う

え
で
、
統
一
地
方
選
挙
・
参
議

の
関
わ
り

が
欠
か
せ

な
い
」
と

し
つ
つ
、

元
労
組
役

員
と
し
て

の
経
験
も

語
り
、
労

働
組
合
の

あ
る
べ
き

姿
勢
や
組

織
を
超
え

た
人
脈
づ

り
返
り
つ
つ
、
今
年
実
施
さ
れ

る
統
一
地
方
選
挙
や
参
議
院
議

員
選
挙
の
取
り
組
み
に
対
す
る

理
解
と
協
力
、
青
年
女
性
組
合

員
の
政
治
へ
の
積
極
的
な
参
画

を
要
請
し
た
。

　

２
日
目
は
、
会
場
を
移
し
、

国
会
議
事
堂
を
見
学
し
た
。
参

議
院
議
場
や
御
休
所
な
ど
を
巡

り
、
参
議
院
の
歴
史
・
役
割
を

学
ん
だ
。
そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合

「
21
世
紀
の
鉄
道
を
考
え
る
議

員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
川
合
孝
典

参
議
院
議
員
と
の
意
見
交
換
を

実
施
し
た
。
川
合
議
員
は
「
産

業
の
発
展
の
た
め
に
は
政
治
と

べ
て
の
労
働
者
の
あ
る
べ
き
労

働
条
件
・
労
働
環
境
を
実
現
す

る
た
め
の
労
働
政
策
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
を
説
明
し
た
。

　

中
山
耕
介
組
織
・
政
治
部
長

は
、「
労
働
組
合
の
政
治
活
動
」

と
題
し
て
、
日
本
の
政
治
情
勢

や
税
金
の
使
途
・
仕
組
み
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
、
「
政
治
に
無

関
心
で
い
ら
れ
て
も
、
無
関
係

に
は
い
ら
れ
な
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

　

最
後
に
は
「
Ｊ
Ｒ
連
合
と
政

治
と
の
関
わ
り
」
に
つ
い
て
、松

岡
裕
次
会
長
が
講
義
し
、
Ｊ
Ｒ

連
合
の
政
治
活
動
の
歴
史
を
振

　

３
月
21
〜
22
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
都
内
に
お
い
て
「
第
18
回

Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
女
性
役
員
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。
「
労
働
組

合
の
政
治
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
次
代
を
担
う
Ｊ
Ｒ

連
合
各
地
協
、
エ
リ
ア
連
合
、

お
よ
び
単
組
青
年
女
性
組
織
の

役
員
ら
33
人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
は
、
３
人
の
講
師
に
よ

る
講
義
が
行
わ
れ
た
。
中
村
鉄

平
交
通
政
策
部
長
か
ら
は
「
Ｊ

Ｒ
連
合
の
取
り
組
む
政
策
活
動
」

と
し
て
、
鉄
道
・
バ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
政
策
を
中
心
に

産
業
政
策
と
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
す

な
労
働
組
合
」
と
し
て
、
２
０

１
９
春
季
生
活
闘
争
を
は
じ
め

と
す
る
「
す
べ
て
の
Ｊ
Ｒ
関
係

労
働
者
の
あ
る
べ
き
労
働
条
件
・

労
働
環
境
」
の
実
現
、
産
業
政

策
課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、

よ
り
魅
力
あ
る
Ｊ
Ｒ
産
業
の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
バ
ス
産

業
の
抱
え
る
構
造
的
な
課
題
に

対
し
て
も
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
と
連
携
し
、
毎
年
国
交
省

自
動
車
局
と
の
意
見
交
換
を
実

施
す
る
な
ど
、
直
接
声
を
届
け

る
関
係
性
を
築
い
て
き
た
。
Ｊ

Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
す
べ
て

の
Ｊ
Ｒ
に
民
主
的
な
労
働
組
合

と
健
全
で
建
設
的
な
労
使
関
係

を
築
く
べ
く
取
り
組
ん
で
い
く
。

く
後
退
し
て
い
る
現
実
で
す
。

最
大
の
課
題
は
『
組
織
力
』
を

再
生
さ
せ
る
た
め
の
12
地
本
総

団
結
と
組
織
強
化
・
拡
大
で

い
だ
ろ
う
か
。

　

同
機
関
紙
に
は
「
現
在
の
Ｊ

Ｒ
東
労
組
の
『
組
織
力
』
は

18
春
闘
の
混
乱
に
よ
っ
て
大
き

１８春闘 １９春闘

①定期昇給（昇給係数４）実施

②ベースアップ
「所定昇給額の１／６の額の加算」

③主務職以上及びＴ等級以上は１００円加算
ただし、Ｍ等級およびＳ等級は２００円加算

④グリーンスタッフ・エルダー社員に
基本賃金５００円加算

①定期昇給（昇給係数４）実施

②ベースアップ
「基本給に０．２５％を乗じた額の加算」

③初任給を５，０００円加算

④平成26年４月１日から平成30年３月31日までの
採用者の基本給調整

平均７４８円 平均１，０５０円

平均１，３２８円

18春闘 19春闘

家族の幸せを大きくサポート

交通災害共済/生命共済/入院共済

共済でひろがる、
安心できる毎日。

しっかりと医療を保障する

生命共済/入院共済/総合医療共済

気になる費用。
気にせず治療。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/交通災害共済/入院共済

自然は強い。
共済も強い。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース

家族の幸せを災害から守る

火災共済/地震風水害共済/
交通災害共済/入院共済

災害は避けられない。
安心はふやせる。

契約引受団体：明治安田生命保険相互会社

交運共済 ニュース みんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガードみんなで暮らしをガード

みんなで暮らしをガード


